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山 口 県 教 育 委 員 会 会 議 録 
 
          日時：平成２７年８月２０日  午後２時 
          場所：山口県教育庁教育委員会室 
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 それでは時間になりましたので、ただいまから８月の教育委員会会

議を開催いたします。 

 最初に、本日の署名委員の指名を行いたいと思います。 

 宮部委員さんと石本委員さん、よろしくお願いします。 

 議案の審議に先立ちまして、先日行われました第２３回世界スカウ

トジャンボリーについて少し触れさせていただきたいと思います。  

８月２日に皇太子殿下の御臨席を賜って、７月２８日から１２日間

でしたけれども、山口市阿知須きらら浜を主会場に開催されました世

界スカウトジャンボリーは、好天にも恵まれまして、たいへん成功裡

のうちに幕を閉じたと考えております。 

世界の１５２の国と地域から約３万４千人、正確には３３，８３８

人ですけれども、それだけのボーイスカウトが参加され、国際色豊か

な大規模キャンプなどのプログラムのほかに、スカウトが県内すべて

の１９市町を訪問して、地域の方々や小・中・高、そして特別支援学

校の５４８校の児童生徒と交流する、そういう地域プログラムも実施

されまして、教育委員さんにも御視察をいただいたところでございま

すけれども、各地での歓迎行事や様々な体験活動などにより、日本の

和の文化であるとか、山口県のおもてなしの心、こういったものを国

内外の青少年に伝える大変貴重な機会となったというふうに考えてお

ります。 

 また、その期間中ですけれども、７月３０日から７日間、山口きら

ら博記念公園を会場に、市町や県内企業、県民活動団体等、様々な主

体による出展や参加をいただいて開催した、県主催の国際交流イベン

ト「やまぐちジャンボリーフェスタ」も、期間中に、多くの県民の皆

様に御来場をいただきまして、県民とスカウトとの国際交流を促進し

、産業・観光・文化など本県の多彩な魅力を発信する大きな舞台とな

ったと考えております。 

さらに、この運営にあたりましては語学ボランティアや運営ボラン

ティアとして、多くの高校生や県民の皆様に活躍をいただいたところ

でありまして、こうした多彩な体験は、交流に携わった全ての県民の

皆様はもとより、私たち県教委にとっても、将来に向けての大変大き

な財産となったものと考えております。 

世界スカウトジャンボリーに携わられた全ての方々に心からお礼を

申し上げたいと思います。 

各委員におかれましては、開催期間中に、開会式等の式典への出席

、あるいは地域プログラムへの視察等を行っていただきました。 
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中 田 委 員 

 

 

 

 

 

せっかくの機会でございますので、参加された委員の皆様から一言

二言、視察の感想などをいただけたらと思います。 

山縣委員さんから一言二言、お願いします。 

 

開会式から、地域プログラムの光の浅江中学校を見させていただい

たのですが、英会話をこれから小学生から始めていくということで、

これから徐々に解消されていくこともあると思います。 

やはりまだ外国の人々とのコミュニケーションの取り方がうまくな

いというか、まだまだだなという感じがいたします。英語の教育が会

話にばかりいくのもどうかという気持ちしていたのですが、そうはい

っても、最初に会話でコミュニケーションをとることは一番重要なこ

とで、そういう意味では、今進められている英語の小学３・４年生か

らの実施、それから会話重視ということはやっていかないといけない

かなと、そういう感じでおります。 

 

はい、ありがとうございます。岡野委員さんお願いします。 

 

私もきらら博記念公園の方には３回ほど行かせていただきましたけ

れども。スカウトのあれだけのすごい人が集まって、すごいパワーを

いただいて、こちらも元気にしていただいたような気がいたします。 

おそらく日本のスカウトのメンバーも、あの中で大きく成長してく

れたのではないかなと思って、これからまた期待できることがあるの

ではないかと思っています。 

それと、もう一つの地域プログラムの方で、光市の浅江中学校の方

に参りましたけど、その時の感想としては、コミュニティ・スクール

の定着とそれから地域教育ネットがあります。すでに光の方では進行

しているというのを凄く実感しました。地域の方の協力というのが大

きく、それがあったからこそ素晴らしいジャンボリーとの交流会がで

きたのではないかな、おそらく。私は光しか行きませんでしたけれど

も、各地域で、そういった形で、コミュニティ・スクール、地域教育

ネットはどんどん県内では定着しつつあるのだなという、その姿を見

せていただいた気がします。以上です。 

 

中田委員さんお願いします。 

 

私も浅江中学校の方と最後の閉会式に出席させていただきました。 

浅江中学校の方は、私たちが見学したのは習字の時間ですね。日本

の字を外国の方にも書いてもらうということで、喜んで書いておられ

たのですが、ただ、何のことかたぶん分かってないという気がします

。英語と日本語が対して書いてありまして、この意味だろうというこ

とで、隣で日本の学生が書いたのを見て、黙って書いていました。 
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私たちも小学校の頃に、主に漢字を習ったりしたのですけど、スカ

ウト達は意外にいい字を書かれていました。日本の言葉と言うのは文

字も含めて、馴染んでない人でも意外と形ができるものだなと思って

感心しました。 

もうひとつは、閉会式は８月７日でしたが、スカウトは１０日間ぐ

らいあそこで生活されていたことを思いまして、だいぶ疲れているの

では思っていたのですけど、全然そんなことはなく、ものすごいエネ

ルギーで、どこからこのエネルギーが出るのかなというように、やっ

ぱり若い人は違うなと感じました。このパワーを何とかいい方向に、

平和な世界が続くような方向へ使っていただければいいなと。 

文部科学大臣も来られて挨拶されていましたが、全体的に英語と他

二つの言語、３か国語くらいで日本語なしの挨拶でした。日本人はど

うしても、さっき言われたように英語が十分でない。特に、私らみた

いな年齢の者が不得意なので。若い人は早く慣れると思うのですけれ

ども。日本で開催しているので、日本語訳があっても良かったのでは

ないかと、そういう感じを持ちました。でもそれは、慣習があると思

います。どこでやる時でも、こういうふうにやるというような慣習が

あるので、そこまで崩す必要はない。ということで、いい経験をさせ

ていただきました。ありがとうございました。 

 

はい、ありがとうございました。宮部委員さんお願いします。 

 

私もきらら博記念公園での開会式、そして光の浅江中学校の地域プ

ログラムに参加させていただきました。それと最後にスカウトジャン

ボリーの最後の閉会式ですけども、そのまま光から来まして見させて

いただきました。 

もう意見が出ていますが、一番感じたのは語学。我々とは違ってず

いぶん会話をやっているというふうにも聞いていますし、最近の教科

書もそんな感じなのですが。話せているのですが、やっぱり一歩前に

出て積極的なというところが、どうも日本人は不得意ですね。 

我々もそうであったように、光の習字のコミュニケーションをやっ

ている時に、なかなか。言葉は分かっているかもしれない。ただ、声

が出ないといいますかね、そんな感じで、出ても日ごろ習っているか

らというからではなくて、単語を繋いでという感じが多く見られたの

で、いいことやっているのだから、それを実際に現実的になるような

形がとれればいいなと。情報はたくさん頭に入っていると思います。

そういったことをやれば、まだまだ今から、そういうような形で進め

られようとしているのでよいと思います。 

それとこれも出ていましたが、スカウトの強靭さにびっくりしまし

た。みんな元気ですね。それこそ部屋で寝ているわけではなく、テン

トの中で寝ているのに、あれだけの元気があるということ。というこ
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とは、人間は鍛えれば、そういう活動を体験すれば強靭な肉体もでき

るということを、はっきりと各国の方に示していただきました。 

それとジャンボリーフェスタ、これも色々と県の産業などの紹介が

あり、県民にとってもいい機会ではなかったのかなと思います。その

中でスカウトたち、日本のスカウトと海外のスカウトが一緒に食事を

するなどの風景も見られて、そういった感じも良かったのではないか

と思います。 

それと３万何千人が音楽を歌えば一つにまとまるということですね

。国民性があって、まとまり方は違うのですが、言葉がなくても３万

何千人が一つになれるという、これも言葉の一つなのでしょうが、い

いなということをすごく感じました。以上でございます。 

 

はい、ありがとうございました。石本委員さんは下関の地域プログ

ラムを御覧いただいたのですが、いかがでしたか。 

 

下関市の勝山中学校のプログラムを見てきました。生徒会の方と文

化部のお子さんが中心だったのですけれども。茶道、お花、着物とか

工夫して飾られたり、パンフレットを英語で作ったりしていろいろコ

ミュニケーションを図るための準備、努力をずっとされてきた成果も

出ていたとは思います。 

ただ発表の時に、台本的に英語を読むのは、今のお子さんなので上

手なのですが、実際の会話として積極的に交流の場で話すというとこ

ろはもう一歩かなと思いました。 

日本人のスカウトのお子さんも一緒に来ていたのですけど、そちら

の方はかなり積極的に話されている方もいて、やっぱり経験は大事だ

なと思いました。それと私、スカウトの日本人のお子さんに英語で話

しかけられて、とても上手でそのお子さんに感心しました。外国人の

方との交流とかもあるのだなと思いながら、やっぱり経験は大事だな

と感じたところです。これをきっかけに一般の中学校のお子さんもこ

んなに会話ができるといいな、交流が図れるといいなという気持ちで

勉強に励んでいかれたらいいなと思ったところです。 

 

ありがとうございます。教育委員会としてもこの経験を教育現場に

活かしたいと思います。ありがとうございました。 

 それでは、さっそく議案の審議に入りたいと思います。 

 議案第１号について、教育政策課から説明をお願いします。 

 

議案第１号、山口県教育委員会表彰規則による表彰についてでござ

います。議案集の２ページ、３ページを御覧いただきたいと思います

。３ページに掲載の２人の小学校の先生は、先般いずれも一身上の都

合による辞職の申し出がございまして、これを承認することとしたと
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ころでございます。 

この退職に際しまして、それぞれ周防大島町と岩国市の教育委員会

から長年勤務し、職務に精励した者であるとして、教育功労者の表彰

内申がございました。永年精勤の表彰基準は、勤務年数２５年以上と

いうふうになっておりまして、いずれもこの表彰要件を満たしており

ます。 

退職の日をもって表彰するということでございまして、教育長に対

する事務委任規則に基づき、教育長が臨時に代理して表彰を決定いた

しましたので、御報告し、御承認いただきたくお諮りするものでござ

います。御審議よろしくお願いいたします。 

 

 ただいま教育政策課から議案第１号について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

退職に伴う永年精勤ということですが、よろしいでしょうか。 

 

承認。 

 

それでは、議案第１号を承認したいと思います。 

 それでは、意見交換に移りたいと思います。 

 本日の意見交換テーマ「児童生徒のインターネットの適切な利用に

ついて」、学校安全・体育課から説明をお願いします。 

 

それではここで準備をさせていただき、それから説明をさせていた

だきたいと思います。 

本日の意見交換のテーマは、「児童生徒のインターネットの適切な

利用について」であります。意見交換に先立ちまして、現状等につき

まして、御説明をさせていただきたいと思います。近年、急速に子ど

もたちの間にインターネットに接続できるスマートフォンやタブレッ

ト端末、携帯型ゲーム機などが普及し、併せて、無線でインターネッ

トに接続できるＷｉ－Ｆｉ環境が整備されてきたことなどから、子ど

も達が手軽にインターネットに接続できるようになってきております

。一方で、インターネット利用に係る様々な問題も明らかになってき

ており、今後、児童生徒がインターネットを利用していく上で、どの

ようなことに取り組んでいく必要があるかということなどについて、

御意見をいただければと考えております。 

はじめに、インターネット利用の現状について御説明します。内閣

府が全国の１０歳から１７歳の児童生徒及びその保護者を対象に調査

した結果では、小学生の８割以上がインターネットに接続できる機器

を保有しており、利用率も５０％を超えています。また、年齢が上が

るにつれて利用率は上がり、高校生ではほとんどがインターネットを

利用しております。 
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次に、インターネットを利用するために用いる機器ですが、小学生

は携帯ゲーム機や音楽プレーヤー、中高生はスマートフォンの割合が

もっとも高くなっております。 

インターネットの利用時間ですが、年齢があがるとともに長時間に

なる傾向にありまして、中学生から平均利用時間が２時間を超えてお

ります。 

次からは、昨年実施しました山口県の調査結果でございます。イン

ターネットに接続できる端末の所有率は、全国調査と同様に、年齢が

上がるにしたがって増加する傾向にあります。この表は、インターネ

ット利用に関する被害を防ぐフィルタリング機能の利用率についてで

す。導入が必要な小中学生の利用率が低く、家庭へのさらなる働きか

けが必要であると考えています。 

次に、家庭内のルールの設定状況ですが、年齢が上がるにつれて、

家庭内ルールを決めていない家庭が増えております。 

次に、インターネットの利用により嫌な思いをした経験があるかに

ついての調査結果でございます。小学生においては誹謗中傷の書き込

みやメールでのトラブル、ネット上での仲間はずし、迷惑メール・チ

ェーンメールの割合が多くなっております。中学生、高校生では、利

用者の１割近くが嫌な思いをしたと回答しており、内容では、迷惑メ

ール・チェーンメールに加えて、個人情報の悪用や架空請求など、犯

罪に巻き込まれる可能性のある事案もでてきています。また、中高生

では、ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥなどのＳＮＳ等の利用が増加してお

り、これらの利用に係るトラブルも多くなっています。 

これまでの課題をまとめますと、インターネット環境の急速な進展

と、無料通話アプリやＳＮＳ、ソーシャルゲーム等の便利なサービス

が次々と提供されてきている中、これらを適切に利用できる意識や技

術が十分育っておらず、これまでのネット上での誹謗中傷等に加えて

、ネット上の閉鎖空間となるＳＮＳの中で、悪口や仲間はずし等のネ

ットいじめが起こっています。また、犯罪被害に遭う危険性の増加や

、さらには、生活習慣の乱れやネット依存などの新たな問題も起こっ

ています。 

一方で、情報を収集・選択し、目的に応じて活用する力の育成や、

知的好奇心や探求心を高めて行く上で、インターネット等の活用は非

常に有効であり、情報通信技術が生活に浸透している今の社会におい

て、情報活用能力を確実に身に付けさせていく、そうした状況で社会

に送り出すことは学校教育の責務となっております。 

このようにインターネットの良い面を生かすためには、弊害から自

身を守るインターネットリテラシーや情報モラルなど、適切にインタ

ーネットを使いこなす力を、目的や発達段階に応じて育成する必要が

あります。 

しかしながら、インターネットを適切に「使いこなす力」は、子ど
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もの発達段階等に応じて、徐々に身につくものであり、その間には様

々な被害に遭う可能性があります。そうならないように、学校や家庭

などにおいて、様々な支援や対策を行い、子どもの危険を回避する必

要があります。 

この図で示していますように、子ども達が適切にインターネットを

使いこなすための力の不十分な部分を補うため、フィルタリング等の

活用をはじめ、保護者による適切な管理等、「子ども達を守り育てる

」という原点に立ち、学校、家庭、地域、関係機関等による適切な支

援や対策が必要となります。 

事務局では、こうした現状や課題を踏まえて、児童生徒のインター

ネットの適切な利用に係わる対策を検討するため、関係機関・団体の

代表者の参画を得て、平成２５年１２月に「児童生徒のインターネッ

ト利用対策会議」を設置しました。会議では、課題解決に向けた対策

等について様々な意見が出され、別冊の資料でありますけれども、資

料１ページにありますように、本年２月に「提言」としてとりまとめ

られたところでございます。 

その提言では、児童生徒のインターネットの適切な利用に向けて、

「家庭、地域における啓発活動の推進」、「学校における情報モラル

教育の推進」、「関係機関、団体の取組強化」の３つの視点から、協

働した取組の輪を広げていくことが必要としております。 

３つの視点の具体的内容ですが、家庭、地域における啓発活動の推

進につきましては、家庭におけるルール作りや継続した見守り、フィ

ルタリングやセキュリティソフトの活用など、インターネットの利用

に家庭がしっかり関わること、さらには、地域ぐるみで家庭の活動を

支えるとともに、行事や体験活動など現実の人間とふれあう機会の提

供などが考えられます。事務局で作成した保護者啓発資料を、別冊資

料３ページから８ページまでお示ししております。 

学校においては、関係機関と連携し、成長過程に即した系統的な情

報モラル教育と併せ、児童生徒が自分たちの問題として捉えることが

できるよう、児童生徒会等を中心とした児童生徒の主体的活動を推進

することが必要とされています。特に高等学校においては、別冊資料

２ページでございますが、ここにありますような取組を推進しており

ます。そしてまた、資料９ページにありますのは、事務局で作成いた

しました、発達段階に併せて活用できる、インターネット危険予測ト

レーニング、この資料を掲載させていただいております。 

関係機関・団体においては、インターネット利用に関わる問題が発

生した場合の相談窓口について、学校、家庭、地域への周知の徹底、

児童生徒が安心・安全にインターネットを利用できるよう、関係する

機関・団体の連携・共同した取組の推進が必要とされております。 

それでは、こうした３つの視点における、県内での取組を御紹介さ

せていただきます。 
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最初は、昨年１１月に開催しました「ネット安心・安全フォーラム

」です。県内３カ所で、児童生徒の安心・安全なインターネット利用

に向け、教職員及び一般の方々を対象に、「学校と保護者の連携」を

テーマとした基調講演、生徒の主体的活動の事例発表を行いました。

また、会場には通信企業の啓発ブースを設けました。フォーラムで発

表された事例を２つ御紹介させていただきます。 

まず、山口市立大殿中学校による、学校と関係企業であるＬＩＮＥ

株式会社が連携した情報教育の取組です。 

この授業では、「楽しいコミュニケーションを考えよう」をテーマ

といたしまして、ネットの特性を理解し、自分の考えや気持ちを上手

に相手に伝える方法について意見交換を行いました。意見交換では、

自分と相手の感じ方の違いについて気づくなど、生徒自身の情報モラ

ルの育成に繋がる取組となりました。 

こちらは２つめ、岩国市立川下中学校の取組です。川下中学では、

生徒会執行部が企画、運営して、「学習」、「部活動」、「情報」な

どのテーマを設けて、話し合った内容を江戸時代のマナーである、「

江戸しぐさ」にちなんで、川下中学校の「学校生活しぐさ」として、

クラスごとにその内容を全校生徒に提案いたしました。 

情報モラル、携帯電話やスマートフォン等に関する「学校生活しぐ

さ」では、生徒自らが、何に気をつけなければいけないかを話し合い

、ポスターを作成し、クラス全体で守る意識を育てるという取組があ

りました。 

次に、今年度５月に山口高校で行われた、約７００人が参加した生

徒とＰＴＡによる情報モラル研修会と情報モラル親子討論会でござい

ます。 

最初に、映像で親子討論会の様子を御覧いただきたいと思います。 

 

（動画の再生） 

 

この親子討論会は、生徒会が実施した「携帯電話とスマートフォン

利用に関する校内アンケート」の結果を示しながら、生徒と保護者に

よるパネルディスカッション形式で進行し、会場からも意見を募りま

した。この討論会などを基に、生徒会とＰＴＡが意見を出し合い、「

クールなスマホ使用３箇条」として生徒会・ＰＴＡが共同宣言を行い

ました。 

このように、各学校においては、家庭・地域、関係機関・団体と連

携・協働を行いながら、児童生徒が主体的にインターネットの弊害を

極力減らし、インターネット本来の良い面を十分生かすことのできる

取組を進めています。 

インターネット社会である現代において、児童生徒が、インターネ

ットを適切に活用する力を身に付けていくためには、児童生徒が自分



- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

 

 

石 本 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たち自らの問題として捉え、主体的に取り組むことが重要であり、学

校や家庭は、地域や関係機関とも連携しながら、子どもたちが間違っ

て被害に遭わないよう、また、情報の活用に当たって正しい選択がで

きるようサポートしていくことが必要であると考えております。 

本日、教育委員の皆様には、次の２つの視点から、御意見をいただ

きたいと考えております。 

１点目は、「子ども達の適切にインターネットを「使いこなす力」

を育成するために」という視点で、学校は、具体的にどのようなこと

ができるかということです。これまで、ＩＣＴ教育や情報モラル教育

等を行ってきておりますが、さらなる推進に向けた取組について、御

意見をいただきたいと考えております。 

２点目は、「インターネットの弊害から子ども達を守る、学校、家

庭、地域、関係機関等の取組の強化のために」という視点で、学校だ

けでなく、地域全体でインターネットの弊害を除いていく取組が考え

られないかということです。 

この２つの視点からどうか御意見をいただければと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

ただ今、学校安全・体育課から取組状況について説明がありました

。意見交換のポイントということで、２つの視点で示されております

けれども、どなたからでも結構ですけども、御意見をいただけたらと

思います。 

 

私自身は子どもがスマートフォンとかを自由に家庭でも使っている

のには反対の意見が大きい方なのですけれども、我が子にも与えない

でいこうということでは言っているのですが、基本は親御さんの教育

と言うか、親御さんの啓発をしっかりしていかないと、子ども達だけ

では制しきれないところがあると思います。 

学校の方で授業などをすれば、子ども達みんなには伝わると思うの

ですが、親御さん全員に伝えるということは、ずっと工夫していかな

いと、こういう討論会とかに参加される方、参加されない方があると

思いますし、パンフレットを配ってもしっかり目を通してくださる方

、目を通してくださらない方と、やっぱり個人差があると思います。

その辺をどこまでしっかりと伝えるかが大事だと思います。 

親御さん自身も、小学生の親御さんはかなり若い方もおられますの

で、小さい頃から御自分もネットとかメールとかを楽しんでこられた

年齢の方も多いと思います。その辺を我が子にどのようにしていきた

いか、というその方の気持ちも合わせてアンケートなどで聞きとった

上で、どのようにしていったらいいかということを、全体として詰め

ていくという方向で持っていっていただけたらと思っています。 
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はい、ありがとうございました。このインターネットの話だけでは

なく、親に伝えたい、親に来ていただいて説明する、来られる方はど

んなふうに理解されているのか、このテーマ以外にも色んなことに当

てはまることですが。その辺りをどうやっていくかということですね

。何か意見がございましたらお願いいたします。岡野委員さんいかが

ですか。 

 

私ですか。 

 

はい。インターネットがあまり得意じゃないかと。 

 

得意じゃないです。私や山縣さん年代はダメですよね。 

まず私だけはインターネットに関しては、孫に教えてもらわないと

いけない状態ですけれども。ちょっとわからないから聞きますけれど

も、資料の「インターネット危険予測トレーニング」というもの。 

これはなかなかいいなと思って読んだのですけれども、こういった

危険性があることをきちんと目に入れられて、それをどのようにした

らいいのかを皆で話し合いするような感じで、これができているので

いいのですけれども、これをどのように学校とか父兄の間に啓発する

ようなシステムといいますか、対応ができているのかを聞いてみたい

と思います。 

これは啓発するのにとてもいい本だと思ったのですけど、活用方法

は実際どんなふうなのかちょっと教えていただきたいなと。 

 

ただ今、委員から御指摘いただきました資料について御説明させて

いただきます。「ＫＹＴ（危険予測トレーニング）」ということで、

これはインターネット関係の資料として作っております。 

これは学校の方でクラス単位であればホームルーム、そして学年単

位の集会で活用できるものとして作成しております。 

小学生版と、中高校生版という形にしておりまして、基本的にはワ

ークシート形式と、それの解答例を示したものとして、先生の研修に

も活用できるものであると思っております。 

基本的にはベースになるところをまず押さえるという形で使ってお

ります。危険に対して子どもたちがどのように、自らの問題として考

えるかということが非常に重要であるということで、このＫＹＴトレ

ーニングというのは、全体的にそうした視点で捉えております。 

クラスで何か討論をする、友達同士で意見を交換する、先生がそれ

をサポートしていく。時には専門家の方をお呼びしても構わないと思

いますが、そういった形でこれを自由に使っていただいて結構でござ

います。 

各学校では、これ自体を保護者の方々にお見せすることもできます
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ので、それにより保護者の方も勉強していただくと。先ほど話があり

ましたが、家庭での協力が必要不可欠なのですが、各家庭でインター

ネットに対するリテラシーの部分に大きな差がございますので、その

部分について、ご家庭でも力をつけていただくために活用できるので

はと考えております。基本的には生徒の方に活用していくというもの

となっています。 

これと同時に、資料の３ページ４ページに保護者、家庭に学校の取

り組みを示す一つの参考として我々も作っているものでございます。

これは入学時とか学年の始めとかに、それぞれの学校の中でこうした

資料をもとに保護者の皆さんに説明や、または家庭に配っていただい

てもよろしいですし、今の課題について見ていただく、理解していた

だくということで、資料を作っております。 

学校ではこうしたものも、学年の始めや年度当初、入学当初に使っ

ていただいて、保護者への啓発ということで取り組んでおります。 

 

これは全家庭に配布されているのですか。 

 

配布状況についてのデータを持っていませんが、基本的には各学校

で全ての保護者にこれを伝えていただくという形で、こちらの方から

は配布しております。携帯電話等の利用等について、各学校では校則

等で学校への持ち込みを規制したりするというのは、こういったもの

も踏まえ、取り組みについて理解していただくことにも活用してもら

っていると思っております。 

 

これ読んでとてもいいなと思いました。家庭の方できちんと親御さ

んたちに、この件に関して勉強していただかないといけないというこ

とですけれども。お父さん、お母さんというのは皆さん若いですから

、ネットに関することとかインターネットのことなんか皆さん実際に

やってらっしゃるから、若い方は良いと思います。 

でも、私たちの年代の者は使ってはいますが、そんなに深い使い方

はわからないし怖いから、適当にちょっと自分の情報収集だけとか、

必要なことしかしていないので、こういった資料を高齢者向けの講習

会とかで、お年寄りのためにもこういうものを勉強していただく、学

習していただくような機会というのも、教育委員会サイドでは作れな

いものでしょうか。 

 

社会教育の面ですけれどね。 

 

社会教育の面ですけど、これは絶対に良いと思います。私はこれを

読んだ時に、「私これ知っておきたいな。」と思いました。中身がと

ても充実していたので、私たち年代の学習会にこういったものも浸透
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させていただきたいなと。 

 

今、委員が仰いますように、このインターネットの環境に対しての

適応の度合いというのは確かに家庭でも違いますし、年代によっても

その差があるとは思います。例えば、今、仰いました部分については

、警察の関係ですとネット詐欺の問題もありますので、そういったも

のについても対応しております。こうした資料が例えば家庭では、お

父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんにも参考になるというこ

とも学校の方に伝えていきますと、学校の方でそうしたところでも活

用してもらえることがあるのではないかと思います。 

 

中田委員さん、かなりインターネット等をお使いだろうかと思いま

すが。 

 

必要な領域だけで使っています。例えば文献とかですね。 

高校生までの子どもさんを対象にすれば、当然、教育委員会という

のは、パンフレットで説明とかあるいは指導をされると思うのですが

、大学生になるとまた違う意味の注意が必要ですね。 

一番は、世間でも小保方さんの問題という形で出ていますけど、著

作権の問題です。著作権とか特許権という権利を侵害するという形で

、学生が自分の卒業論文とか修士論文、博士論文の中に無断で他の人

の文献を利用して、たくさんの弊害が出てきているということです。 

それをチェックするソフトも作られていて、英語とか日本語はある

程度チェックできるソフトもありますが、中国語とか他の言語に全部

適応できるわけじゃないので。その辺りのことも大学では非常に大き

な問題で、いわゆるコピペと言われている部分です。コピペというの

は要するに、利用はしているけど出典を書いていない。「この論文の

ここから利用しました」ということさえ書けば、おおよそのものは利

用できるものが多いのですが、そうしないで「全部自分で考えました

」という形で他の人の意見を利用するわけですね。 

これは、高校生までは自分の文章を書くということが少ないので問

題としてはほとんど上がって来ないとは思うのですが、大学生になる

とその辺りがプラスアルファの問題として発生していて、どうやって

対応したらいいか、なかなかわからないのですけども、そういう問題

が起きているということです。 

 

はい、ありがとうございます。高校でも教科「情報」というのがあ

りまして、情報モラルというものを教えています。まだ大学ほど切羽

詰まっているという感じではありませんが、なかなか難しい問題です

ね。 
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昔であれば学生が書いた論文、特に博士とか修士課程の学生の論文

というのは、その大学の図書館にのみ、一冊保存されていて、見たい

人はそこに行かないと見られないし、そのまま持って帰ることもでき

ない。コピーなんかもできなかったわけです。 

だけど、今はだんだんとインターネット上で、大学のホームページ

上で全部ダウンロードできるようになりつつあるわけですね。そうす

ると、学生が無断で利用したようなものがチェックされる可能性が高

いわけですね。「私の論文を利用しているのに全然出典が書いていな

い」ということで。だから、早稲田でも問題になったわけですけど、

そういうことは日本だけじゃなくて世界中で起こりつつあるので、こ

れはどうやってチェックをかけたらいいのかが非常に難しいのですけ

れど。とりあえず、そういうことはやってはいけない、リスクが大き

い、ということを今のところ指導しています。 

 

はい、ありがとうございます。宮部委員さんいかがでしょうか。 

 

私も年齢から最低限の利用しかしていないのですが、しかし、遅れ

るのは嫌です。若者の真似もすることはあるのですが。今の時代で「

使うな」ということはまるで無理な話なので、先程からいろいろ御説

明や資料がでていますが、使い方をどうするかというのが一番の問題

となると思います。 

一つはさっきから資料を見て思うのですが、フィルタリングですね

。５０％前後ですか、小学生の利用率でしたが。別冊資料の４ページ

のフィルタリングということで、法律で携帯電話会社がしなければな

らないとありますよね。義務付けられている流れの中で、利用率が半

分ぐらいというのは、どういう形でそうなっているのかなと思いまし

て。ちょっとお聞きしたい。 

 

子ども達のインターネット環境に対して、法律の整備も進んで参り

まして、御指摘いただきましたフィルタリングの関連につきましては

、青少年のインターネット環境整備法、これは平成２１年に制定され

たものでございます。 

このなかでインターネットの事業者に対しても原則として、１８歳

未満の子どもが携帯電話等を利用する場合には、事業者はフィルタリ

ングを提供することという形になっています。 

フィルタリングの状況につきましては、資料の方にもありますけれ

ども、山口県においては小中学校の場合は、まだ全国平均よりも少し

低いのですが、高校になるとフィルタリング利用率の全国平均よりも

増えているという状況にあります。 

これは一つには、学校やそれからＰＴＡを含め、家庭、それから保

護者の方での対応が重要であるということで、かなり啓発活動も普及
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してきた結果ではないかと考えております。 

現在、全国の調査もそうですが、フィルタリングの専門事業者が取

っております調査データでもフィルタリングの状況は、普及の状況は

上昇傾向にあるという形で出ております。これは社会全体がそうした

ことでの意識が高まっている一つの例ではないかと言われております

。 

子ども達の中でも、今問題になっておりますのが、特に女子中高生

がネットにはまる、ネットの時間が非常に長くなる、これは想像する

に難くないのですが、女子中高生独特の友達関係がありまして、メー

ルが来る、返す、その繰り返しというような形もあるでしょうし、ど

うしても長くなるということがあります。 

業界の調査によりますと、そうした子ども達、中高生自身もそうし

た危険性を感じるようになってきている。自分自身がネットにはまる

ことによって、心身の変調といいますか、そういうものを感じている

というような動きもあります。今後は社会全体でそうしたことをさら

に進めていくことによって、より良いインターネット環境が進んでい

くのではないかと言われております。 

 

よろしいですか。 

 

販売するときに、それを１００％にすればいいんで。実は我々もび

っくりして、「あっ、こんなサイトに入ってしまった。」ということ

があって、その気はなくてもですね。だから、子ども達はなおさらの

ことなので。でも利用率は１００％にならないですよね。 

 

フィルタリングサービスというのは、提供することが義務付けられ

るのであって、例えばスマホを使う者に対する義務付けではないです

よね。 

 

１８歳未満の子どもの保護者に対しましては、携帯電話の購入・使

用の際には、「１８歳未満の子供に使用させるもの」ということをき

ちんと申し出るということが言われております。インターネット利用

のルールを決めて守りましょうという一つのなかで、こうした対応を

取っております。 

そしてまた、サーバの管理者の方につきましても、自社のウェブサ

イトや自社のサーバに有害情報があった場合には、子ども達が閲覧で

きないようにすると。おそらく努力義務なのですけども、そういった

ことも、先ほど申し上げましたなかにも示されております。 

 

フィルタリングの種類もいろんなレベルがあるのですね。だから一

律に全部カットすることができない。 
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教 育 長 

 

義務教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

岡 野 委 員 

 

教  育  長 

 

岡 野 委 員 

 

これだけ多様なものがございます。基本的には無料でできるもので

ございます。今、教育長も申されましたようにフィルタリングの状況

も、提供事業者によって差もございます。 

 

はい。山縣委員さん。いかがでしょうか。 

 

私のような会社でも、ＩＴがうまく使えない人は使えない。社員が

ですね。例えば社内会議でも、ニューヨークとロサンゼルス、東京、

山口、あんまり関係ない。そんな時代になってきているわけですね。 

昔、ブッシュ大統領の時代だったでしょうか、ＩＴを使える人と使

えない人の経済格差を言っていた時代があったと思うのですが、日本

の場合は全ての子ども達がこういうＩＴ機器を全てうまく使えるよう

な教育というか、そういう状況になっているのですか。 

ご存じかもしれませんけど、今日も下村文部科学大臣が言われてい

ましたが、経済格差と教育格差との関係をすごく仰っていました。単

純にパソコンにしたって、スマートフォンにしたって購入するのにか

なりのコストがかかるわけじゃないですか。全ての子ども達がそんな

の使えるのかなという、そういうことも考えたのですが、どうでしょ

うか。 

 

中学校で情報を教えることはありますか。技術家庭ですかね。 

 

小学校でも最近は低学年からでもですね、総合的な学習の時間とか

普段の授業の中でも、簡単なゲームの様な感覚で学習できるようなソ

フト等もありまして、そういうものは小学校の低学年から使っていま

す。それから中学校では、技術・家庭科の中でＩＣＴ機器の活用につ

いての学習をするというようなことがございます。 

ですから、今、山口県では小学校の場合がだいたい７．３人に１台

、中学校５．３人に１台程度のパソコンが、全ての学校に整備されて

おりますので、全ての小中学生がそれについて学習しているというと

ころでございます。 

 

だんだんタブレット端末を使うかというような時代になってきてい

るのですね。 

 

いいですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

今からの時代、パソコンというのは絶対に必要だとは思いますし、
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子ども達も上手にきちんと使いこなせていると思いますが、スマホは

ほとんどの子どもが持っていますよね。今の社会の中で、９０何％の

高校生。それこそ電車に乗ったり、お買い物に行ったりしてみても、

子ども達みんな下を向いて乗っています。まともに上を向けることが

ないなって。自転車も、歩く時でもやりながら歩いている子とか、非

常にマナー違反だと私は思います。 

そういうのは、やはり家庭教育とか学校教育の中で直していかなけ

ればいけない一つなのですが、学校の中への持ち込みというのは今ど

うなっていますか。 

昔、携帯電話の持ち込みはいけないという時期がありましたよね。

今の子は、小中高で持ち込んでいいのですか。それとも学校内に持っ

てきてはいけないとかそういう決まりというのはありますか。 

 

スマートフォンや携帯もたぶん同じような対応をしているのですけ

れども、学校においては、基本的には小中学校では学校内の持ち込み

は原則禁止として捉えております。 

ただ、原則というところがありまして、例えば、どうしても家庭の

事情で必要という場合もありますのでそうした対応をとっています。 

高等学校になりますと、ご存じのとおり通学範囲の問題もあります

し、部活動等で帰る時間等もありますので、この辺りは少し柔軟に対

応しております。 

数字的に言いますと、昨年９月の状況でございますけれども、原則

禁止としている小中学校については、１００％原則禁止という状況で

ございます。高等学校等は原則禁止という学校は７校、原則禁止とし

ていない学校は５５校です。これはケースバイケースということで対

応しているという形になっています。 

教育委員会といたしましては、学校の教育活動において基本的に携

帯電話は必要ないものというふうに考えています。 

 

学校に持ち込む必要はないですよね。小中学校は持ち込みが禁止に

なっているみたい。それと私もう１つ。これ１台買うにしてもタダじ

ゃないですから、買うのにもかなりお金がかかりますよね。親の負担

というのが。小学校の子ども達がスマホとかそういったものを買うと

きは父兄同伴なのでしょうか。もちろんそうだとは思いますが。親の

許可がないと買えないので、一緒に行って買いますよね。 

 

今、小学生が携帯やスマートフォンを購入する際にはということで

ございますけれども、基本的には小学生のものであると明らかな場合

には保証人が必要です。親が同伴して法律上の手続きが必要だという

ことです。 

ただ、親御さんが子どもに買い与えて、子どもさんが使用している
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とケースもあるのではないかと思います。そうした場合は、子どもに

同伴して購入していないケースとして考えられます。 

 

その辺はチェックできないのですかね。難しいですかね。 

 

いろいろ意見が出ましたが、何かありましたら。はい、どうぞ。 

 

これパンフレットをいろいろと作っていただいていますが、始めの

「大丈夫ですか？子どもたちの携帯・スマホ」とは、保護者向けのパ

ンフレットと考えたらいいのでしょうか。 

 

そうです。保護者向けです。 

 

保護者向けにしても、ちょっと小さい字が多すぎて。気が向いたら

読もうかなとも思ってしまいます。 

 

量の問題、見た目の問題ということで、あくまでもこれは網羅的に

内容を入れております。これは学校の方で取捨選択して、学校の実態

に応じてこれを使っていただくという形で、例示的にこういうのを示

したものでございます。かなりの量のものが入っております。 

各学校ではこれを学校の実態、生徒の状況、保護者の方々の考え方

を踏まえながら使っていただくというふうに考えております。 

 

「我が家のケータイ誓約書」というのは配るようになっていますか

。これもいいなと私は思ったのですけれども、それぞれの方に宿題み

たいな形で。どんな形ですれば、皆さん目を通して、ルールを決めて

やっていけるのかなと私は思いました。 

子どもとしてもただ貰ってくるよりは、「宿題だよ」と言われたら

やらなきゃいけないということで、ちゃんと読んで考えていくと思う

ので、これは活用しやすいなと思いました。 

「インターネットＫＹＴ」ですが、これもやっぱり字が多すぎて小

学生が入りにくいというところもあると思います。うちの子だったら

ちょっと読まないなと思うので、漫画とかクイズ形式だと小学生向け

のもうちょっと簡単なタイプのものと、高校生用にしっかりと書かれ

ているものという形であれば、小学校の頃からこういうことを学んで

、高校までに成長していけるのではないかなと感じました。 

 

はい、ありがとうございました。 

 

実際のＫＹＴはこのような形のものではなく、かなり大きな形にな

っておりまして、文字自体が大きくなっているということで、文字量
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については御指摘がありましたように工夫していく必要があるかなと

いうふうに思っています。 

先ほど、我が家の十か条というものがありました。まさに仰いまし

たように、このことを家庭で盛り立てて、家庭でもまた双方向で考え

るスタンスとして、この資料を考えたというものです。 

実際、これは家庭レベルではございませんが、下関市や防府市では

、ＰＴＡと教育委員会等で、携帯・スマホ使用時間は９時以降禁止だ

とか、とにかくルールを決められて、そうしたことの拡大版がそうし

た形になっていくのではないかと。家庭や地域が一体となって考えて

いくということになって、これは非常に大切な視点だというふうに思

っております。 

 

ありがとうございました。いろんな御意見をいただきました。今ま

での御意見を踏まえまして、これから取組を進めていただきたいと思

います。 

ただ、今からの社会ですからインターネット・携帯電話・スマート

フォンについて、完全に子どもたちをシャットアウトするということ

はまずできないというふうに思いますので、その陰の部分と言うか、

危ない部分をしっかり知った上で、利用できるようにしたいと思って

おります。 

はい、大変ありがとうございました。以上で本日の意見交換を終わ

りたいと思います。 

 それでは次に、次回以降の教育委員会会議の日程について、教育政

策課から説明をお願いします。 

 

それでは、９月の教育委員会会議を１７日の午後２時に予定してお

ります。また１０月につきましては、移動教育委員会として、長門市

での開催を予定しております。１０月２８日の午後からを調整中でご

ざいます。１１月につきましては、１１月１９日の午後２時からを予

定させていただいております。 

 


